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栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

　

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
が
11
月
９

日
、
10
日
、
11
日
に
と
ち
ぎ
蔵

の
街
大
通
り
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

２
年
ぶ
り
と
な
る
今
年
の
秋

ま
つ
り
で
は
、
メ
イ
ン
の
山
車

の
巡
行
を
は
じ
め
、
西
方
町
と

の
合
併
、
栃
木
商
工
会

議
所
創
立
１
２
０
周
年

の
ほ
か
嘉
右
衛
門
町
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
選
定
、
渡
良
瀬

遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
登
録
、
滝
川
市
友
好

親
善
都
市
盟
約
締
結
30

周
年
を
記
念
し
た
様
々

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

見
ど
こ
ろ
の
多
い
催

事
の
中
で
も
、
観
衆
を

引
き
つ
け
る
ま
つ
り
の

主
役
は
、
豪
華
絢
爛
な

山
車
の
巡
行
で
し
ょ
う
。

栃
木
の
山
車
は
、
江
戸

型
人
形
山
車
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
末
期

か
ら
昭
和
初
期
に
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
、
見
事

な
彫
刻
や
美
し
い
刺
し

ゅ
う
が
施
さ
れ
て
お
り
、

現
在
は
、
県
や
市
の
有

形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
秋
ま
つ
り
に

は
、
９
台
の
江
戸
型
人

形
山
車
と
一
対
の
獅
子

頭
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
栃

木
の
ま
ち
な
か
を
練
り

歩
き
ま
す
。
そ
の
姿
は

迫
力
満
点
！
９
日
の
こ
ど
も
山

車
ま
つ
り
、
10
日
、
11
日
の
本

ま
つ
り
と
３
日
間
の
巡
行
が
行

わ
れ
ま
す
。
栃
木
市
が
誇
る
伝

統
の
ま
つ
り
に
足
を
運
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

             （
２
面
に
関
連
記
事
）

豪華絢爛な万町一丁目、万町二丁目、万町三丁目の人形山車　　　（平成 22年とちぎ秋まつりより）
けんらん


